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浦添市小湾方言の素描
中本正智
小湾集落の復元の一環として、集落の方言を記述し、後世に残すことになった。
1990年から現地に入り、自治会長の宮平昇氏をはじめ、婦人会長の宮平貴美子氏，自治会
の役員のかたがた、方言を話していらっしゃる比嘉安治氏と同安太郎氏のご兄弟をはじめ、
村の多くのかたがたのお世話をいただきながら、言葉を採集し、記述していった。
ここでは、成果の一部として、形態と語彙の素描をおこなうにとどめる。
調査もさることながら、結果の整理にも多大の時間を要する。
自治会の皆様の相も変わらぬご支援とご協力を切に望む次第である。
比嘉安治さん，またの名グーナーアンジさんが、連日、杖をつきつき、片方の草履をつっ
かけて通いつめ、言葉を教えて下さったのには、ただただ頭がさがるのみである。完成まで、
皆様のご協力をお願いします。
形態
動詞の形態をみるとき、終止形の成立は重要であって、連用形に「居り」がついている。
つまり、動詞の形態は、本来の動詞の形態とこれについた「居り」の形態との複合から成っ
ている。
主要な動詞をあげて、それぞれの活用の形態と文法的な意味と機態と接続についてみるこ
とにしよう。
［否定］
否定を表す、（ない）のついた形態は次のようである。
カカ－ンkaka-n 書かない シナーンJina-n 死なない
イカーン？ika-n 行かない チラーンｔＪｉｍ－ｎ 着ない
クーガーンkuz9a-n 漕がないニーラーンnixra-n 煮ない
クルサーンkurusa-n殺さない ン_ダーンnxda-n 見ない
マターンmta-n 待たない ウキラーン２ukira-n起きない
ワラーンwaraz-n 笑わない キラーンkira-n 蹴らない
トゥバーンtuba-n 飛ばなし、
ユマーンｊｕｍａ－ｎ 読まない
トゥラーンtura-n 取らない
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ウウラーンwura-n居らない
（アラーン？ara-n有らぬ）
サ－ンｓａ－ｎ 為ない
ク－－ンkux-n 来ない
クーラーンkuXra-n来ない
メンソーラーンmensoxra-nいらっしゃらない
この形態は、否定の、（ない）のほかに、使役のｓｕｎ（す)、Jimim（せる、させる)、受
身と尊敬のrim（れる、られる）などがつく。
［意志］
動作の意志を表す形態は次のようである。
カカｋａｋａ 書こうシナJinａ死のう
イ力？ika 行こうチラtJira着ろう
ク_ガｋｕｘ９ａ ｉ曹ごうニーラniXra煮ろう
クルサkurusa殺そうン_ダｎｚｄａ見よう
マタｍａｔａ 待とうウキラ２ukira起きよう
ワララwarara笑おうサｓａ為よう
トゥ，ｉｔｕｂ。飛ぼう来よう｜;二ラド:『・ユマｊｕｍａ 読もう
トウラｔｕｒａ 取ろう
ウウラｗｕｒａ 居ろう
アラ２ara 有ろう
この形は未然形に意志を表す「む」がついてできたのであるが、「む」が脱落して未然形
だけになったものである。「来る」は本来のkuzと、ラ行四段化したkuxraとが併存してい
る。
［条件］
条件を表すｂａがｊａに変化し、これが融合した形である。
カケーマシkake:ｍａＪｉ書けばよいシネーマシJinexmaJi死ねばよい
イケーマシ？ikezmaJi行けばよい チレーマシtJirezmaJi着ればよい
クーゲーマシkux9exmaJi漕げばよいニレーマシnire：ｍａＪｉ煮ればよい
クルセーマシkurusexmaJi殺せばよいン_デーマシnxdexmaJi見ればよい
マテーマシmate:ｍａＪｉ待てばよいウキレーマシ？ukireXmaJi起きればよい
ワラレーマシwararexmaJi笑えばよい キレーマシkirezmaJi蹴ればよい
トゥベーマシtubezmaJi飛べばよいセーマシｓｅ：ｍａＪｉ為ればよい
ユメーマシjumeXmaJi読めばよいクーレーマシkuxrexmaJi来ればよい
２
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トゥレーマシturexmaJi取ればよい メンソーレーマシmensoxrexmaliいらっしゃれ'fよい
ウウレーマシwurexmaJi居ればよい
アレーマシ２arexmaJi有ればよい
ｍａＪｉ（よい)、maJijatan（良かった）のほかに、Jimutarumun（良かったのに）をつける
ことが多い。
［強い命令］
命令に二つの形態が現れる。一つは強い語気を含む命令であり、それはつぎのようである。
カ キｋａｋｉ 書けン 二Ｊｉｎｉ 死ね
イキ２iki 行|ナ チリtJiri 着よ
ク－ギkux9i 漕げニ リｎｉｒｉ 煮よ
クルシkuruJi 殺せ ン_デイｎｘｄｉ 見よ
マテイｍａｔｉ 待て ウキリ？ukiri 起きよ
ワうりwarari 笑え キリｋｉｒｉ 蹴よ
卜ウビｔｕｂｉ 飛べン Ｊｉ 為よ
ユ＜」ｕｍｌ 読め ク ｋｕｘ 来い
トウリｔｕｒｉ 取れ メンソーリmensoxriいらっしゃい
ウウリｗｕｒｉ 居れ
アリ２ari 有れ
これらは本来の命令形に対応する。ただし一段系と二段系は、ラ行四段化のため、ニレ
（煮よ)、オキレ（起きよ）に対応するｎＭ，２ukiriとなっている。サ変のJｉ（為よ）は、
セレからsere-･Jiri→Jix→Jiのように変化したもので、やはりラ行四段化を経ている。力変
のkuX（来い）は、古形の．につながるものである。
［弱い命令］
やんわりと命令する形態に、つぎのものがある。
カケ_kakex 書|ナ シネーJinex 死ね
イケー２ikex 行lナ チレーtJirex 着よ
クーゲーkux9ex 漕げニレ_nirex 煮よ
クノレセ－kurusex 殺せ ン－デーnxdex 見よ
マテーｍatex 侍て ウキレ－２ukirex 起きよ
ワラレーwararex笑え キレーkirex 蹴よ
トゥベーtubex 飛ベ セ_ｓｅｘ 為よ
ユメーｊｕｍｅｘ 読め ク_ワｋｕｘｗａ 来い
トゥレーｔｍｅｘ 取れ メンソーレーmensoxrexいらっしゃい
ウゥレーwurex 居れ
３
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この形は、仮定のｂａ（ば）のついた形から発達したものである。ｂａがｗａとなり、さら
にｊａとなって、語尾が融合した。多くの語において、kuxwaとなった。これは、コバに対
応する形態である。
表現者が実現してほしい動作を、－歩しりぞいて仮定として表現しているために、もとも
と仮定であった形態がやわらかい命令の意味に変化していったものである。
［禁止］
もともと終止形に、ａ（な）をつけて禁止を表す。
カクナkakuna 書くな シヌナJinuna 死ぬな
イクナ？ikuna 行くな チンナtJinna 着るな
グーグナkux9una 漕ぐなニーンナnixnna 煮るな
クルスナkurusuna殺すなン_ドウナnxduna 見るな
マチュナmatJuna 待つな ウキンナ？ukinna 起きるな
ワランナwaranna笑うな キンナkinna 蹴るな
トゥブナtubuna 飛ぶなス ナｓｕｎａ 為るな
ユムナｊｕｍｕｎａ 読むな クーンナkuxnna 来るな
トゥンナtunna 取るなメンソーンナmensoXnnaいらっしゃるな
ウウンナwunna 居るな
語尾がンナｎｎａになっている語は、ラ行語尾の動詞であり、かわりにルナｒｕｎａというこ
ともできる。
［願望］
願望を表すには、つぎのような形態にブサンbusanをつける。
カチブサンkatJibusan書きたい シニブサンJinibusan死にたい
イチブサン２itJibusan行きたい チーブサンtJixbusan着たい
クージープサンImld3ilbusan 漕ぎたいニーブサン、i：busaｎ煮たい
クルシープサンｋｕ｢ulilbusan 殺したいン_ジブサンnxd5ibusan見たい
マチブサンmatJibusan待ちたい ウキーブサン２ukiXbusan起きたい
ワライブサンwaraibusan笑いたい キーブサンｋｉｘｂｕｓａｎ蹴りたい
トゥビブサンtubibusan飛びたい シーブサンＪｉｘｂｕｓａｎ為たい
ユミブサンjumibusan読みたい チーブサンtJixbusan来たい
トゥイブサンｔｕｉｂｕｓａｎ取りたいメンセーブサンmeuse:busaｎいらっしやＩ)たい
ウウイブサンｗｕｉｂｕｓａｎ居りたい
アイブサン？aibusan有りたい
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この形態は連用形に相当するが、ブサンbusan（願望）のほかに、ウースン２uxsun（可能、
できる）ミセーンmisem（尊敬、なさる）をつけることができる。
そのほか、カチーネーワシランkatJime：waJiran（書くと忘れない）のように、ネー
neX（条件、と）をつけることができる。この際、連用形語尾はkatJi:のように長音になる。
ただし、ワライwarai、トゥイtuiのように連母音の語尾は長音にならない。
［終止］
いわゆる終止形は、つぎのようである。
カチュンkatJun 書く シヌンJinun 死ぬ
イチュン？itJun 行く チ－ンtJixn 着る
クージュンkuxd5un漕ぐニーンｎｉｘｎ 煮る
クルスンkurusun殺すンジュンnd3un 見る
マチュンmatJun 待つ ウキーン２ukim 起きる
ワラインwarain 笑う キ_ンｋｉＸｎ 蹴る
トゥブンtubun 飛ぶスンｓｕｎ 為る
ユムンｊｕｍｕｎ 読む チューンｔＪｕｍ 来る
トゥインｔｕｉｎ 取る メンセーンmensemいらっしゃる
ウゥ_ンｗｕｘｎ 居る
アン？a、 有る
終止形は連用形に「居ム」がついて形成されている。
終止形の語尾、のかわりにｍｉを置くと、疑問にかわる。カチュミkatJumi（書くか)、
トゥイミtuimi（取るか）のように。これらは「連用形十居ム」で構成された終止形に、疑
問を表す助詞のｉ（か）がついたものである。
終止形の語尾、を略した形は、連体形としてはたらく。カチュシkatJuJi（書くもの)、
トゥイシtuiJi（取るもの）のように。このJiは準体言である。これに格助詞９ａがついて、
逆接条件を表す。カチュシガkatJuJi9a（書くけれど)、トゥイシガtuiJi9a（取るけれど）の
ように。
クトゥｋｕｔｕ（事）がこの形について原因を表す。カチュクトゥkatJukutu（書くから)、
トゥイクトゥtuikutu（取るから）のように。このクトゥは、本来、名詞であったものが、
原因という文法的機能を表すようになったものである。
［連体］
名詞を修飾する形態は、つぎのようである。
カチュルッチュkatJuruttJu書く人シヌルッチュJinuruttJu死ぬ人
イチュルッチュ？itJuruttJu行く人チールッチュtJixruttJu着る人
クージュルッチ１kuxd5uruttJu漕ぐ人ニールッチュniXruttJu煮る人
５
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クルスルッチュkurusuruttJu殺す人ン_ジュルッチュnxd5uruttJu見る人
マチュルッチュmatJuruttJu待つ人ウキールッチュ？ukiXruttJu起きる人
ワライルッチュwarairuttJu笑う人キールッチュkixruttJu蹴る人
トゥブルッチュtuburuttJu飛ぶ人スルッチュsuruttJu 為る人
ユムルッチュjumuruttJu読む人チュールッチュtJuxruttJu来る人
トゥイルッチュtuiruttJu 取る人メパールッチュmensezruttJuいらっしゃる人
ウウルッチュwuruttJu居る人
アルッチュ？aruttJu 有る入
この形態は、「連用形十居ル」であり、語尾は「居ル」の活用形である。動詞独自の連体
形は用いられない。
［接続］
接続の形態は、連用形に「て」がついていて、つぎのようになっている。
カチチューンkatlitJum書いてくるシジンーデーJid5inXdeX死んでみよ
ツンジチューン、?d5itJuxn行ってくるチチンーデーtJitJinxdex着てみよ
クージチューンkuxd5itJuxn漕いでくるニチンーデーnitJinxdex煮てみよ
クルチチューンkurutJitJuzn殺してくるン－チンーデーnxtJinXdeX 見てみよ
マッチンーダmattJinxda待ってみようウキテインーデ－２ukitimde：起きてみよ
ワラティンーダwaratinxda笑ってみようキッチンーデーkittJin:dex蹴ってみよ
トゥリチューンturitJuzn 飛んでくるシンーデーJinxdex 為てみよ
ユリチューンjuritJuxn 読んでくるチンーデーtJinXdex 来てみよ
トゥッテイチューンtuttitJuxn取ってくるﾒﾝｿｰﾃｨｸﾐｿｰﾘmenso:tiku-miso:｢ｉいらっしゃっ
てください
ウゥティンーダwutinzda 居ってみよう
ジヌンアテイd5inun？ati金もあって
接続の形態は、連用形に「て」がついたものである。「書く」においては、連用形のkatJi
と同形で現れるが、「殺す」では連用形のkuruJixに対してkurutJiとなり、「飛ぶ」では
tubiに対してturi、「起きる」では？ukixに対して？ukitiとなって、連用形と接続形の差が現
れる。
接続の形態は、ジヌンアテイタハタンアテイ（銭もあって、田畑もあって）のように、
中止する用法があり、また、多くは、チューン（来る)、ン一ジュン（見る)、トゥラスン
（呉れる)、クヰーン（呉れる）など、補助動詞をつけて用いる。
［過去・完了］
接続の形態に「有ム」がついて過去と完了を表す。
カチャンkatJan 書いたシジャンJid5an 死んだ
６
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ツンジャン、?d5an 行ったチチャン
クージャンkuxd3an 漕いだニチャン
クルチャンkurutJan 殺したン_チャン
マッチャンmattJan 待った ウキタン
ワラタンwaratan 笑った キッチャン
トゥランturan 飛んだサン
ユランjuran 読んだチャン
トゥッタンtuttan 取ったメンソーチャン
ウウタンwutan 居た
アタン？atａｎ 有った
［進行］
進行を表すには、接続形に「居ム」がついた形を用いる。
カチョーンkatJoxn 書いている シジョーン
ツンジョーン、?d5oxn 行っている チチョーン
クージヨーンkuxd5om 漕いでいるニチョーン
クルチョーンkurutJoXn殺しているン_チョーン
マッチョーンmattJom 待っているウキトーン
ワラトーンwaratoxn 笑っている キッチョーン
トゥローンturoXn 飛んでいるソーン
ユローンjuroxn 読んでいるチョーン
トゥットーンtuttoＺｎ 取っているメンソーチョーン
ウウトーリwutoxri 居続けよ
着た
煮た
見た
起きた
蹴った
為た
来た
いらっしゃった
tJitJan
nitJan
nXtJan
?ukitan
kittJan
san
tJan
mensoztJan
死んでいる
着ている
煮ている
見ている
起きている
蹴っている
為ている
来ている
いらっしゃっている
Jid5oxn
tJitJoxn
nitJozn
nztJo:n
2ukitozn
kittJoXn
soxn
tJoxn
mensoztJoZn
「居る」についていうならば、ウウトーンという終止形は言いにくいが、命令形のウウ
トーリ、ウウトーレーは言いやすい。
継続動詞ならば、カチョーン（書いている）が進行態を表すが、瞬間動詞ならば、シ
ジョーン（死んでいる）が結果態を表す。
［結果］
接続形に「有ム」がついたもので、動作の結果が残っている状態を表す。たとえば、カ
チェーンならば、「書く」という動作の何らかの結果、書いた文字がそこに置いてあるなど、
明示的であるときに用いる。「行く」「待つ」「笑う」などは、共通語の表現として「行って
ある」「待ってある」「笑ってある」は不自然であるが、それぞれの小湾の表現であるツン
ジェーン、マッチェーン、ワラテーンは自然である。
カチェーンkatJexn 書いてあるシジェーンJid5exn 死んだ
７
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､?d5exn
kuxd5exn
kurutJexn
mattJexn
waratexn
行った
漕いである
殺してある
待った
笑った
飛んだ
読んである
取ってある
居た
有った
着てある
煮てある
見た
起きた
蹴ってある
為てある
来た
いらっしゃった
チチェーン
ニチェーン
ンーチェーン
ウキテーン
キッチェーン
セ－ン
チエーン
メンソーチェーン
tJitJexn
nitJexn
nxtJexn
2ukitexn
kittJem
seXn
tJexn
mensoxtJexn
tudexn
Jurexn
tuttexn
wuteXn
?atex、アテ－ン
語彙の素描
アタガイン２atagain［動］当たる。そうぐうする。アタガタルウビーヤネーラン（当
たった覚えはない)。
アチョール？atJoxru［名］商売人。
アチネー？atJinex［名］商い。アチネーシムヌカムン（商いをして生計をたてる)。
イジミーン？idsimim［動］いじめる。
イマメー？imamex［名］今。現在。イマメーヌハナシ（今の話)。
ウタイコータイ２utaikoXtai［名］売ったり買ったり。
ウチメーガキ？utJime:gaki［名］相撲の手の一つ。相手の内股に足を入れて、相手の足をた
たいて倒す。
ウフゲーナー２uのu9exnax［名］大腕の人。体だけ大きくて、役に立たない人。
ウマニー２umani：［名］姉。士族語。
ウミドウイ？umidui［名］海鳥。愛称のアをつけてウミドゥヤーともなる。ウミドゥイが人
家に入ると不吉であるので、厄払いをするため浜下りをする。
エーソー？exso：［名］合相。親と子の合相。合相の良し悪しは顔色にあらわれる。
オーラー？oxrax［名］もつこ。
ガラサー９arasax［名］烏。ガラシに愛称のアがついてできた形。ガラサーが人家に入ると
不吉とされ、浜下りをして厄払いをする。
カントーフkantox①ｕ［名］焼豆腐。カントーフヤカバサヌマーサン（焼豆腐は香りが
良くておいしい)。
クラーkurax［名］雀。
雀は親孝行の子であると言われて大事にされる。
８
Hosei University Repository
シージヤJixd5a［名］兄、姉。年上のきょうだい。士族はヤッチー（兄)、ウマニー（姉）
といった。
シガタガワイJi9ata9awai［名］変装・姿変わり。
シマＩｉｍａ［名］相撲。沖縄の相撲は柔道の帯のようなものをして、相互にその帯をつかん
でから始める。背中を土に着けた方が負け。ウチメーガキ（内前掛け)。ヌシジマ（乗せ
相撲。相手を腰に乗せて地面にたたきつける)。ヒジャイヌシ（左乗せ)。ヒチカタクシ
（相手を引いてひっくりかえす)。ホーヤージマ（這う相撲)。
ジャマd5ama［名］常識。見識。ジャマーネーラン（常識がない)。人前で他人の迷惑を
考えず、したい放題をしている人をたしなめる時にいう。
ジャマジャマdsamad5ama［名］常識。見識。ジャマジャマーネーラン（常識がない)。
ジヨークヮイd5o:kwai［名］常会。必要に応じて区長、評議員、村会議員を招集して開く。
シンバクJimbaku［名］睾丸が大きくなる象皮病。シンバクワラチャン（シンバクを切
開する)。
ジンミd5immi［名］協議。吟味。
ジンガミーd5iO9amiZ［名］金を管理する人。会計係。村または家についていえる。
スーsuX［名］塩。マースともいう。スージューサン（塩辛い)。塩が強いという表現を
とっている。
スーチチsMJitJi［名］琉球王国時代の国家の会計を管理する役職。村または家の金を管理
する人をジンガミーという。
タカウイtaka?uｉ［名］高売り。相場の値段より高く売ること。ソーバーワカラン、タカ
ウイスン（相場はわからない、高く売る)。
タキタカーtakitaka：［名］丈の高い人。
タミシtamiJi［名］当然。あたり前。
ジノーカレーカラーハライルタミシ（金は借りてからは払うのが当然)。
チカーリーンtJikaXrixn［動］使える。クトゥバヌアマイヤチカーランシガチナヌ
アマエーチカーリーン（言葉の余りは使えないが、綱の余りは使える)。
チカナインtJikanain［動］飼う。ツワーグワーチカナイン（豚を飼う)。
チュクインtJukuin［動］作る。チュクイは「作る」こと、チュクヤーは「作る人」を表す。
ウウージジュクイ（砂糖きび作り）。ツンムチュクヤ_（芋を作る人)。
テージルtexd3iru［名］背負い籠・草を刈って入れる篭。籠をチルという。
テインジョーヤ一tind5oXjaX［名］櫓をかいた家。
ドウーヤッサンduxjassan［形］易しい。クレードゥーヤッサイビーン（これは易しいで
す)。
トウビトウイtubitui［名］飛び鳥。トゥビトゥイヌヤーンカイイッチャン（飛び鳥が
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家に入った)。
ナーメーメーnaXme:me：［名］各自。
ン_カセーナーメーメーヌヤーガアタン（昔は各自の家があった)。
ナイｎａｉ［接尾］擬声語につけて副詞を構成する接尾語。「と」にあたる語。カニヌカン
ナイナイン（鐘がカンカンと鳴る)。ジーナイシメーイン（ジージーと燃える)。
ナインnai、［動］できる。ツヤーヤヌーンナラン（君は何もできない)。
ニークターnixkutax［名］煮すぎて柔らかくなっている状態。ニークターナユン（煮すぎ
て柔らかくなっている)。
ニーユンniZjun［動］煮る。
ヌシジマnuJid5ima［名］乗せ相撲。相手を腰に乗せて地面にたたきつけて倒す相撲の手の
一つ。
ヌチnutJi［名］命。ヌチチリーン（命が切れる)。イヌチともいう。
バクヨーbakujox［名］ばくよう。ウシバクヨー（牛ばくよう)。
ヒチカタクシCitJikatakuJi［名］相手を引いてひっくりかえす相撲の手の一つ。
ヒチビチcitJibitJi［名］親戚。ヒチビチヌネーラン（親戚がない)。
ヒチルシCitJiruJi［名］十二支の一つ。ひつじ年。
ヒジュンCid5un［動］けずる。薄いくずが出るようにけずる。
ヒジヤイヌシCid5ainuJi［名］左乗せ。左腰に相手を引きつけて地面にたたきつける相撲の
手の一つ。
フル①uru［名］体の大きさ。フルヌマギサヌ（体が大きくて)。
フユー①ujux［名］怠慢。フユーナムン（怠慢な者)。
フルバスン①urubasun［動］滅ぼす。借金をふみ倒す。
ホーヤージマｈｏ:ja:d5ima［名］這う相撲。相手に引きつけられないように自分の肩を相手
の胸につけて這っているような態勢をとる相撲の手の一つ。業が入れられず、時間が長び
くので観客から嫌われる。
マシｍａＪｉ［名］塩。マースと同じ。慣行として塩をまいて清めることをマシマチデーとい
う。
ミックヮサンmikkwasan［形］恨めしい。
ムルシmuruJi［助数詞］回。度。戻し。チュムルシニムチュン（一回に持つ)。
ユイｊｕｉ［名］筋（ふるい)。ユイシユイン（ふるいでよりわける)。
ユイマールーjuimaxru：［名］労働交換。田植やさとうきび出しの時に行なわれることが多
い。
ユインｊｕｉｎ［動］寄る。漂流する。
ユーjuX［名］稔（あか)。ユートゥイ（あかを汲み出す道具)。
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ユーｊｕｘ［名］世。ユヌナカ（世の中)。ムカシヌユー（昔の世)。ナマヌユー（今の世)。
トーユー（唐世)。ヤマトゥユー（大和世)。アメリカユー（アメリカ世。戦後の世)。イ
クサユー（戦世ル
ユートウジjuxtud5i［名］通夜。夜通し、親類縁者が集まること。不祝儀だけでなく、祝儀
の時にも行なわれる。
ユカインjukain［動］豊作になる。稲や草が繁る。
ユガフールシju9a①mruJi［年］世嘉報年。豊作の年。
ユクシムヌイーjukuJimunu?iｘ［名］嘘。ユクシムヌイーヤジョーヌエーマントゥーラ
ン（嘘は門までも通らない)。
ユクゲーユンjuku9exjun［動］欲張る。
ユシンヌカドウjuJinnukadu［名］屋敷の四隅の角。屋敷の御願は、ここで拝む。
ユムンｊｍｕｎ［動］数える。読む。おしゃべりする。
チュグトゥユマヤカネードゥーヌアカウトゥシ（人のことをしゃべるより、自分の
垢を落とせ)。
ユンターjunta：［名］おしゃべり。
ヨーガリーjoparix［名］やせっぽ・
ワジーンwad3ixn［動］怒る。腹立つ。イッペーワジーン（非常に怒る)。ワジワジーシ
ナラン（怒ってしょうがない)。
ワジワジーwad5iwad5ix［副］怒っている状態。アヌヒヤーニダマサッテイワジワジー
スッサー（あいつにだまされて腹立たしい)。
ワンｗａｎ［接助］動詞の未然形につく。タカサウラワンヤッサウラワンシムン（高く
売っても安く売ってもよい)。
ヤーシjaXJi［名］椰子。アヌヤーセーウッピナトーイビータン（あの椰子はこんな
に大きくなっていました)。
ヤーシグヮーjaXJi9wax［名］椰子。愛称を表すアがついている。椰子の実の殻でつくった
酒つぼ。
ヤーマjaXma［名］罠。ウトゥシアナ（落とし穴。猪を獲る罠をしかけた穴)。エンチュ
ヤーマ（ねずみをとる罠)。
ヤールｊａ:ｒｕ［名］宿。ヤールカタン（宿を借りた)。マーンカイヤールトゥッタガ
（どこに宿をとったか)。アマンカイヤールシトゥマタン（あそこに宿して泊まった)。
ヤールヌヌシ（宿の主)。
ヤカーjakaX［名］士族語。礼儀作法を教える教育係。兄貴分。
ヤクｊａｋｕ［名］役。古くはツヱーデーといった。
ヤグヰーja9wi：［名］掛け声。励ましの掛け声はヒヤヒヤということが多い。ヤグヰー
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カキテイツンムサタッサー（掛け声をかけて面白かった)。
ヤクインjakuin［名］役人。役員に対応。
ヤクショjakuJo［名］役所。古くはヤクバ（役場）といった。
ヤクドウシjakuduJi［名］厄年。災害の多い年。大正１１年にヒャーイ（旱）があった。
ヤクバjakuba［名］役場。新しくはヤクショ（役所）という。
ヤクバレーjakubare：［名］厄払い。ヤクバレースン（厄払いする｡）
ヤクバレーjakubareZ［名］厄払い。鳥や海鳥が人家に入ったとき，縁起が悪いといって浜
下りをして厄払いした。旧１月３日に浜下りして一年の厄を落とす。
ヤゴーja9oX［名］屋号。全家庭が屋号をもっていた。ヤーンナー（屋の名）ともいう。
ヤシーjaJiX［名］やすり。ヤシーシカニヒジュン（やすりで金をけずる)。
ヤシウイjaJi2ui［名］安売り。ヤシウイスン（安売りする)。
ヤシェーjaJe：［名］野菜。オーヤシェー（青野菜)。ヤシエージュクイ（野菜作り)。ヤ
シェーアチネ_（野菜商売)。ヤシェーバタ（野菜畑)。ヤシェーバタキ（野菜畑）は新語
形。
ヤシガルーjaJi9arux［名］体がやせて軽くなっている人。
ヤシゴーイjaJi9oxi［名］安買い。相場の値段より安く買うこと。
ヤシチjaJitJi［名］屋敷。ヤシチヌウグン（屋敷の御願)。屋敷にはユシンヌカドゥ
（四隅の角）があり，そこで拝む。ワッターヤシチ（私たちの屋敷)。
ヤシナインjaJinain［動］養う。クヤシナイン（子を養う)。チカナインともいう。
ヤシネーング（養い子)。
ヤシネーウヤjaJineX2uja［名］養い親。顔色が悪かったり，病弱であったりすると，養い
親をつける習'慣があった。養い親は，この子が育つように見守り，子は正月七月に贈りも
のを届けるようにしていた。子をヤシネーング（養い子）という。
ヤシミーンjaJimiZn［動］安める。安くする。デーヤシクスン（代を安くする)。デーヤ
シミタン（代を安くした)。
ヤシヤシートウjaJijaJiXtu［副］安らかに。平隠に。ヤシヤシートゥクラスン（安らかに
暮らす)。
アダラニンジンニウマリヤイウウシガヤシヤシトゥクラスヒマヤネラン（あた
ら人間に生れているが，平らかに暮す暇はない)。
ヤスンジーンjasund5ixn［動］あきらめる。安んじる。チュヌイヌチェーテンメイドゥ
ヤノレヤスンジリヨー（人の命は天命であるからあきらめてよ)。
ヤチクガリーンjatJiku9arixn［動］焼き焦げる。クヌッンモーターガヤチクガラチェー
ガ（この芋は誰が焼き焦がらしたのか)。ヤチクガリカジャ（焼け焦げたにおい)。
ヤチクサリーンjatJikusariXn［動］焼き焦げる。ヤチクサラスン（焼きくさらす)。
－１２－
Hosei University Repository
ヤチッンムjatJi2mmu［名］焼芋。ふかした芋の皮をむいて塩をつけ炭火に入れて焼いた。
ヤチバイjatJibai［名］焼針。できものの膿をとるために針を焼いてつかう。この頃ではキ
ンバイ（金針）をつかう。
ヤチバンjatJiban［名］焼印。
ヤチムンjatJimun［名］焼きもの。陶器。
ヤチュンjatJun［動］焼く。
ヤマ・ヤチュン（山を焼く）。ツワーヤチュン（豚を焼く）。豚を藁で燥いて毛を処理し
た。
ヤチリーンjatJirim［動］やせおとろえる。変装する。やせると普通の姿ではなくなるとこ
ろから変装する意にかわった。
ヤチンjatJin［名］家賃。昔は自分の家があって，家賃を払うというのはなかった。
ヤックワンjakkwan［名］①やかん。ユーシングワンともいう。②睾丸。ヤックナー
（睾丸が大きくなる象皮病)。この病気をシンバクともいう。
ヤッケーjakkeX［名］やっかい。ヤシケーカキーン（面倒をかける)。ヤッケームン（厄
介者)。
ヤッサンjassan［形］安い。ヤシデー（安値)。ヤシムン（安物)。デーヌヤシダン（代
が安くなった)。
ヤッサンjassan［形］易しい。ドゥーヤッサンともいう。イーセードゥーヤッサスシ
ガカジレーネーイビラン（言うのはやさしいが，限りがない)。
ヤッサンjassan［形］易い。アッチヤッサン（歩きやすい)。シーヤッサン（為やす
い)。
ヤッチーjattJix［名］兄。士族語。
ヤッチャクjattJaku［名］医者の助手・手伝い。「薬局」が変化したもの。
ヤットウjattu［副］やっと。ヤシトゥカットゥともいう。ヤットゥカットゥトゥジ
ミタッサー（やっとかっと終わった)。
ヤテインjatinであっても。ウリヤテインアリヤテインイラリトゥリ（これでも
あれでも選んで取れ)。
ヤトウインjatuin［動］雇う。
ヤトウインjatuin［動］移植する。タマナーヤトゥイースン（きゃくつを移植する)。ヤ
トゥテーミージカン（移植しては根づかない)。
ヤナーjanaX［名］悪。悪いもの。ヤナムン（悪いもの)。ヤナシグトゥ（悪い仕事)。ヤ
ナッチュ（悪い人)。ヤナアビー（悪い叫び声)。ヤナイー（悪い言いかた)。
ヤナブjanabu［名］てりはぼく。ヤラグともいう。ヤニｊａｎｉ［名］やに。たばこのやに。
チシリヌヤニ（きせるのやに)。
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ヤバンjaban［名］野蛮。ハテイムンともいう。
ヤフアラサンｊａ①arasan［形］柔らかい。クトゥバヌヤファラサン（言葉が柔らかい）
ヤファライジ［名］柔ら意地。普通は温厚な人であるが，突然にハテイムン（狂暴）にな
ることをいう。
ヤフアタｊａのatａ［名］むらききかたぱみ。畑にはえる雑草。中国から儀保の平良に入り，
広がったと伝えられている。そこで，テーラグサ（平良草）ともいう。
ヤブーjabuX［名］薮医者。ヤブーカカイン（薮医者にかかる)。
ヤマｊａｍａ［名］山。ヤマウク（山奥)。ヤマッンム（山芋)。ヤマガーミー（山亀)。ヤマガ
ジャン（薮蚊)。ヤマグニ（山国)。
ヤマヌミーング［名］ててなし子。山の中の子の意。
ヤマーサンカーjama:sanka:［副］どっさりと。雑然と。ヤマーサンカーチムン（どっさ
りとく雑然と＞と積む)。
ヤマグjama9u［名］ずるけた者。
ヤマシンjamaJiJi［名］猪。
ヤマスンjamasun［動］痛める。ドゥーヤマスン（体を痛める)。
ヤマダjamada［名］地名。中部の山田。クラハヤマダ（久良波山田）といわれる一帯。護
佐丸の居城は，山田城から座喜味城へ，さらに中城城へと移った。
ヤマチラサーjamatJirasa:［名］乱暴物。
ポーチラー［名］ともいう。
ヤマトウjamatu［名］大和。本土。ヤマトゥンチュ_（大和人・本土人)。ヤマトゥグチ
（大和口，本土言葉)。ヤマトゥスガイ（和服の装い)。ヤマトウショーグチ（大和正
月・新暦の正月)。ヤマトゥタビ（大和旅)。ヤマトゥジャー（大和茶)。
ヤマナジjamanad5i［名］鉈（なた)。
ヤミーｊａｍＭ名］痛み。ハーヤミー（歯痛み)。チブルヤミー（頭痛み)。ワタヤミー（腹
病み)。
ヤムンjamun［動］痛む。ヒサヌヤムン（足が痛い)。ケーナタヤムン（腕が痛い)。
ヤラスンjarasun［動］行かせる。つかわす。ナーファンカイヤラスン（那覇に行かせ
る)。ワッタータラ_ヤラスン（私たちの太郎を行かせる)。
ヤリーンjarim［名］破れる。ヤリガサ（破れ傘)。ヤリブクター（破れフクター)。ヤリガ
コー（破れたぼろぎれ)。ヤリバーキ（破れざる)。ヤリミー（破れ目)。
ヤンバルjambaru［名］山原。ヤンバルンチュ（山原の人)。ヤンバルグチ（山原言葉)。
ヤンバルブニ（山原船)。
ヤンメーjammex［名］病い゜病気。ヤンメームチ（病気をもっている人)。
ヤンメーガマラサン［形］病気にかかりやすい。
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ヤｊａ［助］は。係助詞。ヤがつくとき，語尾が融合するのであるが，語末母音のちがいに
よって異なった融合母音になる。つまり，語尾が-ａならば，ヤが融合して-azとなり，‐ｉ
ならば-eXに，‐ｕならば-oxになる。語の末尾が長母音ならば融合せずにそのままヤがつ
く。①主題を提示して，判断や叙述の範囲を限定する。ウヌハナーチュラサン（その花
は美しい)。ワネーチューナーファカイイチュン（私は今日那覇に行く）。②他と区別
して取り上げる。クヌハナーチュラサシガアヌハナーチュラコーネーン（この花
は美しいが，あの花は美しくない)。ワーガーワカイシガツヤーガーワカラン（私
は分かるが，君は分からない)。③条件を提示する。ツヤーンイチュラーワニンイ
チュン（君も行くなら私も行く）。
格助詞，副助詞，接続助詞などにつく。ツヤーガーウヌシグトーナラン（君はこの仕
事は出来ない)。ガーはガにヤがついた形であり，ガが消えることがない。ウヤノーイ
ヌカナサヤン（親は同じかわいさだ)。ノーは，「の」に「は」がついまもの。サキビ
ケーノーヌマン（酒ばかりは飲まない)。ビケーノーは，ビケーンにヤがついたもの。ク
レートゥッテーナラン（これは取ってはいけない)。トゥッテーは，トゥッティにヤが
ついたもの。
アーａ：［接尾］動詞連用形について動作主を表す。クサカヤー（草刈をする者)。イユトゥ
ヤー（魚を捕る者)。モーヤー（踊り手)。ハルサー（畑をする者)。ウミアッチャー（漁
師，海を歩く者)。ジーカチャー（字を書く者)。ユートゥバー（良く飛ぶ者)。
ヤーｊａｘ［名］八。テイ(一)，ター(二)，ミー(三)，ユー(四)，イチ(五)，ムー(六)，ナナ(七)，ヤー(八)，
クー(ﾌﾞ1J，トゥー(十)の一つ。ヤーチ（八つ)。
ヤーｊａｘ［名］矢。ユミヌヤー（弓の矢ル
ヤーjax［助］ね。間投助詞。ありのままの事実を認定したり，念を押したりする意を表す。
文や句の切れ目につく。語調によって，ヤ（ン）（今日行くからね)。ウミンチューヤク
トゥワラカンヤー（いつ行くかわからんね)。クレータカサンヤー，アレー
ヤッサンヤー（これは高いね，あれは安いね)。チューヌウメーナジヤッサー
ヤー（今日の海は凪だね)。アリトーンヤー（荒れているね)。クレーヨー，アリガヨー，
クヰテーンドー（これはね，あの人がね，くれたよ)。クレーワームンヤー，ア
レーツヤームンヤー（これは私のものだね，あれは君のものだね)。ツヤーガイチャ
ンネーヤテーンヤー（君が言った通りだったね)。アヌッチョーマンカイガッン
ジャラヤー（あの人はどこに行ったのだろうかね)。アレーチューチューンヤー
（あの人は今日は来るね)。
イーヤー？ixjax［名］胞衣（えな)。胎盤。イヤヌウリーン（胞衣が下りる)。
ツヤ－２ja：［代］おまえ。君。体言や準体言に直接続く。ツヤーヤマーカイツンジャガ
（君はどこへ行ったか)。ツヤームン（君のもの)。ツヤーシ（君のもの)。ツヤーヤー（君
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の家)。ツヤーグトールムン（君ごとき者)。
ヤーサンjaXsan［形］ひもじい。ヤーシクナトーン（ひもじくなっている)。ヤーサス
サ（ひもじくする)。ヤーサルマーサル（ひもじさこそおいしさ)。ヤーサクリサ
jaxsakurisa［名］飢えの苦しさ。ヤーサジニー［名］餓死。
えしのぎに食するもの。ヤーサフシジ（飢え防ぎ）ともいう。
ヤーサワタjaXsawata［名］空腹。
ヤーシグーｊａ:Ji9waX［名］椰子。椰子の実の殻で作った酒入れ。
ヰーンｊｉｍ［動］貰う。ツヤーヰーレー（お前もらえ)。相手に物をやるとき，ヰーラー
スン（くれる，貰わす）と表現する。
ヰヱーバje:ｂａ［名］八重歯。
ヤールーjaxruX［名］やもり。石垣の中などにいるとかげは，アンダジラーという。
ヤーチューjaxtJuX［名］やいと。ヤーチューサー灸をすえる人。ヤーチュースン（灸を
する)。
ヤブーjabuX［名］薮医者。
ヤードウイｊａ:dui［名］屋取。廃藩置県のあと士族が生計をたてるために地方へ移り，在来
集落の近くにつくった寄留集落。サクガーヤードゥイ（佐久川屋取)。ナーデーラ
ヤードゥイ（宮平屋取)。
ヤーバンｊａ:ban［名］留守。ヤーバンサー（留守番をする人)。
ヤシチjaJitJi［名］屋敷。ヤシチヌウグン（屋敷のお願)。ヤシチビチ（屋敷の地なら
し)。
ヤイｊａｉ［名］槍。
ヤーンｊａｍ［名］来年。
ヤイシテイーンjaiJiti:、［動］破りすてる。
ヤンｊａｎ［動］である。ヤッサー（そうだね)。アンヤイビーン（そうです)。ヤンは普通体，
ヤイビーンは敬体。
ヤカーjakax［名］屋我地島のこと。
ヤラｊａｒａ［名］読谷の屋良（地名)。
ヤガテイja9ati［副］やがて。まもなく。ヤガテイチューン（やがて来る)。
ヤガマサンja9amasan［形］やがまい､。うるさい。カシマサンともいう。
ヤガマーヤーja9amaXjaX［名］夜の仕事をしたり，遊びをしたりするための若者宿。小湾で
は早くからなくなっていた。
ヤカラjakara［名］強健な人。アヌッチョーヤカラヤイビッサー（あの人は強健な人
ですね)。
ヤキーjaki：［名］マラリヤ。戦後しばらく流行っていた。米軍の持ち込んだ特効薬キニー
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ネによって加療した。
ヤキーンjakim［動］焼ける。ヤータヤキーン（家が焼ける)。クサンヤキトータン
（草も焼けていた)。イヨーヤチェーマーサン（魚は焼けばうまい)。カーマディヤ
キトータン（皮まで焼けていた)。サンヤヌヤキトータン（山野が焼けていた)。
火事の時には，ホーハイホーハイとふれ回って火事を知らせていた。
家屋関係の語彙
ヤーjaX［名］家。家屋。小屋。家庭。遊廓など料理屋。ワッターヤー（私の家)。ツワー
（ヌ）ヤー（豚小屋)。ウシ（ヌ）ヤー（牛小屋)。ツンマ（ヌ）ヤー（馬小屋)。フィ
ジャーヤー（山羊小屋)。メーヌヤー（牛・馬を入れる小屋，前の屋)。カーラヤー（瓦
屋)。カヤブチャー（茅葺屋)。ダキカヤ（竹茅葺屋)。ウフヤー（母屋)。トンガ（台所)。
アサギ（神を祀る庭屋)。アナヤー（穴屋。堀立小屋。柱の下部を焼いてそこに地中に埋
めた。ヌチジヤー（貫木屋)。ジュリ（ヌ）ヤー（尾類屋。遊廓)。チージヌヤー（辻の屋。
遊廓)。チュラヤー（立派な家)。ヤナヤー（きたない家，悪い家)。
ヤーヌバンjamuban［名］家の留守番。
ヤーグワーjax9wax［名］小さい家。
ヤーヌクシjamukuJi［名］家の裏。クシは「腰・背中」から「後方」の意となった。
ヤーッンジーjam?d5ix［名］家を出ること。
ヤーイジャーjaz2id5aX［名］家意地のある人。内弁慶。
ヤーカヤーjaxkaja［名］家を借りる人。
ヤーカラサーjaxkarasax［名］家を貸す人。
ヤーグトゥjaX9utu［名］家事。
ヤーグマイjaX9umai［名］家にこもること。
ヤーグマヤーjaX9umajaX［名］家にこもっている人。
ヤーヌミーjamumi［名］家の中。ヤーヌミーニクマトーン（家の中にこもっている)。
ヤークシjaxkuxJi：［名］家をこわすこと。チューヤヤークーシーヤン（今日は家壊し
だ)。
ヤーシグトゥｊａ:Ji9utu［名］家仕事。チンアレー（洗濯)。ソージカチ（掃除)。ムヌス
ガヤー（料理)。
ヤータチジブンjaXtatJid3ibun［名］嫁入り時分。
ヤームチドーグjaXmutJidoX9u［名］嫁入り道具。
ヤームチャーjamutJaX［名］分家している人。
ヤーワカヤーjaZwakajax［名］分家している人。
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ヤータンカーｊａ:ta9kaX［名］家の向かい。
ヤーツクイjaXtsukui［名］家造り。家普請。
ヤーグシーｊａ:9uJiX［名］慣れない家で寝れないこと。ヤーグシーシニンダラン（家に
慣れないで寝られない)。ヤーグシーサ（慣れない家で寝つかれない人)。ヤーグシーシ
クサンカマン（,慣れない草も食べない)。ヤージシーともいう。
ヤーナリーjaxnariX［名］牛や鶏などが家に慣れること。家慣れ。
ヤージチュンjazd5itJun［名］牛や鶏などが家に慣れ，居つく。
ヤージヨーjaXd5ox［名］棟門。屋根のある門。格式の高い家にある。田舎ではみられな
かった。
ヤードゥナイｊａ:dunai［名］家隣り。ケートゥナイともチンジュともいう。
ヤードーグjaxdox9u［名］家財道具。家を造るための柱や板の材料。
ヤーナリーjaxnari［名］家の習慣。ヤーナリードゥフカナリー（家庭のしつけが外で
も表れる。諺)。
ヤーニンジュjamindSu［名］家族。家を構成している人たち。
ヤーヌイーjamu2iX［名］屋根。家の上。ヤーヌチジ（家の頂）ともいう。
ヤーグーjax9wa:［名］小さい家。小屋。ウフヤー（大家）の対。
ヤーナーjaxnaX［名］家名。ヤゴー（屋号）ともいう。メージョー（前門)，サンナン
メージョー（三男前門）など。
ヤーヌフンシjamuのunJi［名］家の風水。フンシタユタサワッサ（風水の良し悪し)。
ヤーバッペーjaXbappex［名］家を間違えること。酒を飲んでわが家を間違えること。
ヤーマリーjaxmariX［名］家がわからなくなってしまうこと。家迷い。ヤーマリーソー
ン（家迷いしている)。ムンニムタッテイヤーマリースン（悪霊にまどわされて家
迷いしている)。
ヤーウチーｊａ:2utJix［名］引越し。転居。
ヤーフチjaxのutJi［名］家を葺くこと。
ヤーフチケーjaxのutJike：［名］家を葺き返すこと。サシクンティー（悪くなった茅を
とって葺き替えること)。カタヒラブチ（片棟だけ葺き替えること)。
ヤーフチスージjaxのutJisu:d5i［名］家の落成祝い。ヤーフチユーヱー（家葺き祝
い）ともいう。
ヤーフチジナjax①utJig9ina［名］家を葺くのに用いる綱。
ヤーフチニンジ１jax①utJinind5u［名］家を葺く人員。
ヤーブルjaxburu［名］母屋についている便所。便所は母屋と別棟にし，豚小屋と同所に
あるのが普通であった。フカブル（外便所）の対。
ヤーポートゥjaXboxtu［名］家に飼っている鳩。
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ヤーマーイjaXmaxi［名］家のあたりで仕事をすること。ハルシグトゥ（畑仕事）の対。
ヤーミーグイ（家廻り）ともいう。
ヤーマチゲーjaxmatJi9eX［名］家を間違えること。ヤーバッペー，ヤーマリーとも。
ヤームチジュクjaXmutJid5uku［名］所帯を維持させるための才覚。
ヤームチジョージjaXmutJid5oXd5i［名］所帯の切りもり上手。
ヤームチドーグjaxmutJidox9u［名］所帯道具。
ヤームチャーjaxmutJax［名］分家して自宅を持つ人。チネームチャーともいう。
ヤーヤシチjaxjaJitJi［名］家屋敷。
ヤーワイjaxwai［名］不平不満をいって暴力をふるい，家を壊すこと。
ヤージーグイjaxd5h9ui［名］家で不平不満を繰り返し繰り返し言うこと･
ヤーワカリーjaxwakarix［名］分家すること。ヤーミチーン（家を締める)。ヤータ
ティーン（家を建てる)。ヤータチャー（分家する人)。ヤームチャー（家を持つ人，家
督をもっている人)。ヤームチュン（家を持つ，家督を持つ)。長男が家督を継ぎ，次男
以下は分家することになっていた。
ヤーチジュン（家を継ぐ)。ヤートゥメーイン（家をさがす)。ヤーナギーン（家を捨
てる。空家にする)。島々に出張したり，勤務を命ぜられたりするとき，空家にすること
が起こる。ヤーノースン（家を直す。修理する)。ヤーブシン（家普請)。ヤーフチー
（家葺き)。ヤーフチュン（家を葺く）。ヤーワカリーン（分家する)。ヤーヌウチ
（家の内)。ヤーヌウチヌカメーカタ（家の内の構えかた)。ヤーカジ（家ごと)。ヤー
ヤー（家々)。ヤーヤーミーグティアッチュン（家々を廻っている)。ヤーワイサッ
タン（家割りされた，暴力的に家をこわされた)。
家屋の発展をみると，アナヤー（穴屋)，ヌチジヤー（貫木屋)，カーラヤー（瓦屋)，
セメンヤー（セメント屋）のように変遷している。アナヤーは，穴を堀り柱にする木の下
部を腐敗防止のために焼いて埋めた。穴を堀るところからアナヤーの名称はきている。ヌ
チジヤー（貫木屋）になると，柱とけたに穴をあけ，これをつないで構築していくところ
から，ヌチジ（貫木）といった。柱は穴に埋めずにイシジ（石土台，礎石）を置くところ
に特徴がある。イシジを置くことを，イシジイヰーシーン（石礎を坐らせる）という。
茅葺と瓦葺は涼しくて沖縄の風土に適した建造物であったが，台風が多いので強度の面で
問題があり，しだいにセメンヤー（セメント屋）にとりかわっていった。沖縄の風物で
あった赤瓦の屋根もしだいに影をひそめていった。
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闘牛関係の語彙
ウシオーラセー？uJi2oxrase：［名］闘牛。牛と牛を闘わせる。
ウシナー？uJinaX［名］闘牛場。野外の１００坪ほどの円形の周辺に土手を築き，牛が逃げな
いように浅い堀をめぐらし，柵をして，周辺は段々の観覧席になっている。ウシモー
２uJimo：（牛野）ともいう。
オーヤーウシ２oXjaX2uJi［名］闘牛をする牛。牛は各地域から集められるが，産地によっ
て，エーマー（八重山)，トゥクヌシマー（徳之島)，ダイトー（大東島)，ニーガタウシ
（新潟)，シコクー（四国)，ハチジョーサン（八丈）のように呼ばれてる。
シーウシJiX2uJi［名］一番強い牛。横綱級の牛。
シーヌニバンJiKnuniban［名］二番目に強い牛。大関級の牛。
シーヌサンバンJixnusamban［名］三番目に強い牛。関取り級の牛。
ワヤーwaja：［名］互に角を突き合って闘うこと，またその牛。
カキヤーkakijaX［名］角で相手の角を掛けて闘うこと，またその牛。
ハラトゥイharitui［名］闘牛で相手の腰を突いて力を失わせること。
イージチ２i:d5itJi［名］闘牛で逃げる相手を追いかけて突く。つまり「追い突き」のこと。
カミヤーkamijaX［名］人を突く性質のある牛。
クビムタサーkubimutasax［名］闘牛で相手の頭に首を乗せてあずけること。牛の首の皮
は柔らかだが強靱であるため，角で傷をつけることができない。
ウシクンジョー２uJikund3ox［名］闘牛で牛が最後の力をふりしぼって闘うこと，殺気が
帳っている。牛根`性。
ナガオーイna9a?oxi［名］長闘い。普通20分以上の闘牛をいう。
ローバンroXban［名］同点。同番。力が伯仲して優劣が決まらないこと。ローバンナ
スン（同番にする，引き分けにする)。
オーヤーウシ２oXjax2uJi［名］闘牛用の牛。
チカネーヌシtJikanexmuJi［名］飼い主。
シンパンJimpan［名］審判。
コーギョーウツンｋｏ:gjo:2tsun［動］闘牛の興業をする。闘牛は400年の伝統があり，初
期の頃は闘牛場が少なく，辻で行なうこともあった。
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